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アルジェリア政治・経済月例報告 

（２０１６年６月） 

 

平成２８年７月 

在アルジェリア日本国大使館 

 

１． 内政 

● 内閣の一部改造等 

 １１日、ブーテフリカ大統領は、憲法第９３条に従い、首相との協議を経て、

以下の新内閣閣僚を任命する大統領令を公布した。 

（１）ハッジ・ババ・アミ財務大臣（前財務大臣付予算担当特命大臣） 

（２）ヌレディン・ブーテルファ・エネルギー大臣 

（３）アブデルワハブ・ヌリ国土整備・観光・手工業大臣（前水資源環境大臣） 

（４）アブデサレム・シャルガム農業・地方開発・漁業大臣 

（５）ブジュマ・タライ公共事業・運輸大臣（前運輸大臣） 

（６）アブデルカデル・ウアリ水資源・環境大臣（前公共事業大臣） 

（７）ガニア・エダラ議会関係大臣 

（８）ムアタシム・ブディアフ財務大臣付デジタル経済・財政システム革新担

当特命大臣 

これにより、５名の閣僚（①ベンハルファ財務大臣、②ケブリ・エネルギー

大臣、③グール国土整備・観光・手工業大臣（当館注：１４日、大統領任命枠

で上院議員に任命された）、④フェルーキ漁業・農業・地方開発大臣、⑤カウア

議会関係大臣）が解任された。 

また１１日、ブーテフリカ大統領は、憲法第９３条に従い、ブエレム・ベサ

イエ大統領特別顧問・特使（国務大臣）を任命する大統領令を発布した。 

 

● KBC テレビ社長等の拘束 

 ２４日、予審判事は、マハディ・ビン・イーサ KBC テレビ社長、リヤード・

ハルトゥーク同局制作責任者、ムナ・ナジャーイ文化省局長の一時拘束を決定、

嫌疑は虚偽の報告と職務権限の乱用。同テレビ局は、政権を風刺する、ラマダ

ン中の特別番組「キフナ・ワ・キナース」を放映していた。１５日には、裁判

所がレブラブ・セビタル社長によるハバル社（独立系アラビア語ハバル紙及び

KBC テレビを所有）買い取り契約凍結の判断を示しており、当地では独立系メデ

ィアへの締め付けととらえられた。 
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● 南部治安情勢に関する小閣議 

２８日、ブーテフリカ大統領は南部治安情勢に関する小閣議を開催した。同

閣議参加者は、セラル首相、ウーヤヒヤ官房長、ビルイッズ治安担当大統領顧

問、ラマムラ外務大臣、ガイド・サラ国軍参謀総長、バダウィ内務大臣、ルー

司法大臣、メサヘル・マグレブ・ＡＵ・アラブ連盟大臣、トゥブーン住宅大臣、

タルターグ治安総局（DSS）長官、ノウバ憲兵隊司令官。 

 

２． 外交 

● アブドルアジーズ「サハラ・アラブ民主共和国」大統領の逝去 

 ３日、５月３１日に逝去したアブドルアジーズ「サハラ・アラブ民主共和国」

のティンドフで行われた逝去式典に、セラル首相がブーテフリカ大統領の代理

として参加した。ベンサラ国民評議会（上院）議長、ガイド・サラ国軍参謀総

長、ラマムラ外務大臣、メサヘル・マグレブ・ＡＵ・アラブ連盟大臣、ジトゥ

ニ・ムジャヒディン大臣も同行。４日には、同「共和国」のビイル・アルヘル

で埋葬式が執り行われ、モーリタニアの大臣や駐アルジェリア南ア及びジンバ

ブエ各大使が参加下模様。 

 

● 第３回アルジェリア・米戦略対話の開催 

 １１日、アルジェにて第３回アルジェリア・米戦略対話が開催された。同対

話は、メサヘル・マグレブ・ＡＵ・アラブ連盟大臣がアルジェリアを代表し、

米側はジョナサン・シベレル米国務省対テロ調整官が代表を務めた。両者は、

マリ、リビア、チュニジア、西サハラ、サヘル地域等について協議した模様。

会談後の記者会見で、シベレル調整官は、会合の成果に満足の意を表明し、メ

サヘル大臣は、アルジェリアが９月に、「過激化防止の基礎である民主主義」に

関する国際会議を開催することを発表した。１２日、会合に米側に参加してい

たデビッド・ロドリゲス・アフリコム司令官がセラル首相と会談した。 

 

● ラマムラ外相のマリ訪問 

 ２０日、マリ和平合意１周年に際して、また、第１１回両国合同戦略委員会

に参加のため、ラマムラ外務大臣はバマコに到着した。初のバマコ入りとなる、

アザワド運動連合（CMA）代表ビラール・アガ・シャリーフが同外務大臣に同行

した。同外務大臣は、ケイタ・マリ大統領及びジョップ・マリ首相と会談を行

い、また同地アルジェリア大使館で国際調停参加国と会談した。２０日、潘国

連事務総長はマリ和平合意１周年を記念し、これを評価する声明発出した。２

１日にバマコで第１１回戦略委員会が開催され、最終声明が採択された。 
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３． 治安 

● セティフ件でのテロ掃討作戦 

２日付国防省発表によると、５月３１日午後１１時５５分頃、軍はテロ対策

の一環で、情報に基づきセティフ県中部ゲルタ・ゼルカ地区のウェッド・ラア

タシュ付近で待ち伏せにより、テロリスト８人を殺害した。また、作戦の過程

で，カラシニコフ小機関銃６丁、セミノフ半自動銃１丁、自動拳銃１丁、手榴

弾２個及び弾薬多数を押収し、自爆ベルト１本を破壊した。一部報道によれば、

同テログループは，ラマダン中に県庁所在地セティフ地区の公共の場やショッ

ピングセンターを標的にテロを敢行する準備をしていた。彼らの中に複数の自

爆テロ要員が含まれており，特にパーク・モールを狙っていた（本年２月に開

店した巨大ショッピングモール）。治安関係筋によると，殺害されたテログルー

プはＩＳＩＬと繋がりがあり，バトナ県，ブーメルデス県，バボール山岳（セ

ティフ県北部からベジャイア県に跨いで位置する。）に挟まれた地域で活動して

いた。 

 

● メデア県におけるテロ掃討作戦 

１９日付国防省発表によると、軍はメデア県北部バアタ地区のルアケシュ森

林地帯で行われている掃討作戦の一環で，同日中に１４名のテロリストを殺害

した。報道によれば、同掃討作戦は８日から開始されており、今回の発表によ

り、計２２名のテロリストが掃討（１８名殺害、４名拘束）されたことになる。

２７日、ルー司法大臣が発表したところによれば、今回の作戦で軍により殺害

されたテロリストの中には、２０１４年９月ティジ・ウズ県南部での仏人登山

客エルヴェ・グルデル氏殺害に関与した容疑で国際手配されていた３人が含ま

れている由。 

 

４． 経済 

● 世界銀行による成長率見通し 

７日、世界銀行は「世界経済見通し」の最新版を発表し、今年１月に予測し

た２０１６年の世界経済見通しを、２．９％から２．４％へと下方修正した。

また、アルジェリアの２０１６年の成長率も３．４％に修正され（１月は３．

９％）、２０１７年の成長率は１月時点で４％であったのに対し３．１％に修正

された。 

 

● ウアリ・ブーメディエン国際空港のターミナル拡張工事 

１４日、タライ運輸・公共事業大臣は、ウアリ・ブーメディエン国際空港（ア

ルジェ）を訪問し、中国企業が２０１４年末より施工中のターミナル拡張工事
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現場を視察した。当該視察中、タライ大臣は、現在同工事の進捗率が３０％に

達していることに満足している旨を述べた。同工事は２０１８年に竣工予定。 

 

● エネルギー分野における対外直接投資額 

エネルギー省発表の統計によると、アルジェリアにおける２０１０年-２０１

５年のエネルギー分野への対外直接投資額は、１４０億４，０００万ドル（年

平均２３億ドル）となった。国別の統計では、１位がイタリア（３１億５，５

００万ドル）、２位がイギリス（２１億８，５００万ドル）、３位がアメリカ（１

６億４，６００万ドル）、４位がノルウェー（１４億８，９００万ドル）、５位

がカナダ（９億２，３００万ドル）。アジア諸国では、１位がタイ（４億８，４

００万ドル）、２位が中国（３億４，６００万ドル）、３位がベトナム（３億４，

４００万ドル）、４位がオマーン（２億５，９００万ドル）、５位がマレーシア

（１億５，５００万ドル）。 

 

● 国債の販売額 

２４日、アルジェリア政府は、４月-６月の国債の販売額が、２，５１０億ア

ルジェリアン・ディナール（ＤＡ）（約２０億ドル）であったと発表した。右販

売額に関し、政府は概ね売上げは好調であると評価しているものの、エル・ワ

タン紙やリベルテ紙等の独立系新聞は、同国債の販売は不調との見解を示して

いる。 

 

５． 我が国との関係 

● 藤原大使の大使レター発出 

３０日、藤原大使は、当地在住の政財官学界、メディア等のオピニオン・リ

ーダー等１３８名を対象に、先に日本で開催された G7 伊勢志摩サミットをテー

マとしたレターを発出した。同レターは、「G7 伊勢志摩サミットの成果について

の考察」と題され、５月２６，２７日に開催された本サミットでの主要な成果

を紹介すると共に、オバマ大統領の初の米国大統領による訪問となる広島訪問

についても言及し、日本が「核のない世界」の実現を目指し、アルジェリアを

はじめとする世界各国と協力していくとのメッセージを伝えた。 

 

＜アルジェリア要人の外国訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

６月１日 マリ ベドゥイ内務・地方自治

大臣 

第１２回アルジェ

リア・マリ国境委員

会に出席 
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６月１１日 インドネシア ブシュアレブ産業・鉱業

大臣 

第１２回世界イス

ラム経済フォーラ

ムに出席 

６月２０日 マリ ラマムラ外相 マリ和平合意１周

年、第１１回合同戦

略委員会 

 

 

＜外国要人のアルジェリア訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

６月１日 フランス バルトロン国民議会議

長 

セラル首相、ウル

ド・ヘリファ下院議

長と会談等 

６月２日 スウェーデン ヴァルストロム外相 セラル首相、ラマム

ラ外相と会談 

６月１１日 エリトリア オマール・マフムード大

統領特使 

ラマムラ外務大臣

と会談等 

６月１１日 アメリカ ロドリゲスAFRICOM司令

官、シベレル国務省テロ

リズム担当調整官 

第三回米・アルジェ

リア戦略対話に出

席 

６月１５日 ウガンダ オケロ外相兼大統領特

使 

セラル首相、ラマム

ラ外相と会談 

６月２３日 スーダン サイード外相兼大統領

特使 

セラル首相と会談 

 

（了） 

 


